
水産物の有機酸に関する研究一Ⅲ   

海藻の有機酸組成並びに乾燥中iこ於ける有機酸含盤の変化について  

長 田 博 光  

STtTDIES ON TⅡE ORGANIC ACIDSIN MARINE PRODUCTS－Ⅲ  
COnIPOSITION OF ORGANIC ACII）SIN SOME SPECIES OF MARINE  

AIGAE AND C旧ANGESIN Tf（E AMOtTNTS OF THOSE DURIN T茸E  

DRYTNG  

Eiromitu O拍d8   

Thepresentpaf妃rdealswiththecompsitionoforganlCaCidsinNemacysltLS deci？ieTIS  

’’Mozuku’’，UndL”・；a？iナ川atV；da†＜Wakame．’and LamZ7Wl・ial・elig；osa’’Hosomekonbu”and  

the changesin the amounts of those during the drying．   

The results obtained were as foouows：   

（1）TherewerelittledifferenceinthecoコIpOSitionsoforganicacidsamongthreeof  

the、n，i，e，NemacysLELS dec；〆eTiS，U7＝daT・ia？EnnatUida andLami刀Gria7’eligiosa・（Fig．1－3）   

（2）LamEnLZT’Za，・elig；osLICOntained401mg％as totalorganic acids，anditsamount  

WaSabouteight times that ofNcT・ZaCy＄L”S deci〆ens and was about four times that of  

U7！dβγ一首d〆花乃α～f′∫ゐ．（TableI）   

（3）Theamount of citric acidin U71dal・；d〆7Z7Zatiflda was remarkablyincreased  

duringthedryitlg．（TableⅢ）   

（4）Alloforgan；c acidsin Lami7tLZr；a，・eligZosa weredecreaseddurlngthedrying・  

（TableⅢ）   

海藻の有縁酸については乳酸がカイニンソウから分離されているほか，渡辺1〉によってアオサ  

にビルビン酸が含まれていることが明らかにされている．また，Creue’h2）はクエン酸が緑藻に6  

～145皿g％，褐葺に15～1470mg％，紅藻に2十〉7ヰ7mg％含まれていると報告している．Kylin3）は  

ケウルシグサにリンゴ酸が含まれていて，それが同海藻を水中からとり上げるとしばしば溶出して  

藻体を酸性にさせ変色させる原因となっていると述べている．   

著者は食品化学的な見地から2，3の魚用海藻の有鹿酸組成を調べ．それらが呈昧成分として役  

割があるかどうか，また檻燥した場合，それらに変化があるかどうか，あるいは海産魚介類の有  

綬酸組成と比較した場合どのような相違があるかを詞ペるために，この研究を行なったので以下  

にその結果を報告する．  
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実 験 方 法   

1．実 験 材 料  

モ  ヅ ク……石川県産，大阪中央市場にて購入  

生 ワ カ メ……兵庫県垂永海岸にて採取  

乾燥ワ カメ……兵庫県垂水海岸にて採取し，室温5日間乾燥  

生ホソメコンプ・…・づ と海道余市海岸にて採取  

乾燥ホソメコンプ…・i・北海道余市海岸にて採取し，室温3カ月間乾吸   

以上の5療類を実験材料とした．   

2．試料の調製   

それぞれの海藻に10倍量の70％エチルアルコールを加え硫酸でpH2．0に調製し，一夜放置した  

後節過，残蓮は少量の永を加えワーリングブレンダーでホモジナイズし，そのホモジネートに70  

％エチルアルコール10倍量を加え硫酸でpH2．0に調製し，2時間税拝した後炉過，炉液を合わせ  

て水酸化ナトリウムによりpH9．0に調製し沈毅を除去した後，600c以下にて約100mlまで液圧  

濃縮する．濃縮液は硫酸で再びpH2．0に調製し，ソックスレーの液体抽出器によりエーテルで  

120時間連続抽出を行ない．終了後完全にエーテルを除去し水を加えて一定量にし．有筏酸分析の  

試料とした．   

3．走 圭 方 法   

3・1水分はKettの赤外線水分測定器により測定した，   

3・2 有検酸の分別定量は第1報4）に準じて行なった・   

3・3 乳酸の定量はBa∫ker，Summer50n5）の方法に準じて行なった．  

結果と考察  

各海藻の有機酸組成ならびに含有量はFig．1～3，TableIに示したどとくである．  

l
⊆
【
巳
｛
扇
2
［
Z
＝
言
．
〇
 
 

－
8
H
O
β
《
之
‥
岩
．
e
 
 

～○  ヱq0  1】8  

Fraction number  

Fig．1Partition chromatogram of organic  

acidsin 〃g椚α呼∫J〝JdβCJ〆g乃J  

岬Mozuku．”  

Fraction number  

Fig．2 Partition chromatogram of organic  

acidsin U〃ddrJ丘〆乃乃α‘葺βdk  

†’Wakame．”  
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これらの結果より海藻の有穐敵組成は3轟と  

も殆んど同一であり，第1報に記した海産魚類  

の有榛敢組成に非常によく類似していることが  

判った．   

含有量に関してはモヅク，ワカメにはフマー  

ル酸，酢酸がやや多い程度であって，アサリ，  

ハマグリにおけるコハク酸のように特異的に多  

い有穐酸ほ見当たらなかった．華ソメコンプで  

ほ酢酸，乳酸が非常に多く含まれている他はほ  

ぼ同量であった．3種の仝有機酸量を比較して  

みるとホソメコンプは他の2種に比べて著しく  
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Fig．3 Partition chromatogram of organic  

acidsi皿⊥α沼わl即，言αrgJfgわ∫α  

什Hosomekonbu．■  

多くモヅクの約8倍，ワカメの約4倍量を含ん  

でいた．コンプがモヅク，ワカメに比べてやや敢味を感じたのはこのためであろうと考える．ま  

た，呈味も2毎に比べて濃厚なのは有機酸含量の差が一国をなしているものと考える．   

つぎに乾燥したものについてみると，ワカメではa－ケトグルクル酸，ピログルタミン転がまっ  

たく消滅しており，リンゴ酸．フマール酸がやや減少し．乳酸は著しく減少していた．これに反  

してコハク酸、シュー酸がやや増加し，クエン較は著しく増加していた．このようにクエン酸が  

乾燥中に増加するのは乾燥中に何か特異的な分解が起こったためか．あるいは何らかの酵素の作  

用によったためかについては今後検討すべき課題であると考える．   

ホソメコンプはワカメと異なり，乾煉することによりすべての有稔酸が重しく減少していた．  

このことば乾燥期間がワカメに比べて非常に長かったため．また楽肉の厚さのために供永性がよ  

く．その間に酵素が作用し，有様酸が分解したものと考える．  

TableI．Amounts of organic acidsin raw seaweeds（mg％in wetmatter）  

くここ＼－＼・－、、Sea  エα椚i〃αrね笹崎南朝   

丹Hosomekonbu”  

U乃血rfd〆乃乃d′ト  

〟ぬ’Wakame”  

川畑叫が独＝ね症  

〆g乃∫ －’Mozlユku’  Organicaci√ ＼ －－  

Propionic acid  

Aceti（：aCid  

Pyruvic acid 

Fumaric acid  

α一Ketoglutaric acid  

Succinic acid  

Lactic acid  

Pyroglutamic acid  

Oxalic acid  

;Malic acid 

Citric acid  
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Moisture（％）  】  89．6  
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TableⅡ．Changesin amounts of organic acidsin Undal・ta〆nnalU7da「Ⅳaka皿e”and  

LaminaT・laT・elig；osa’－Hosomekonbu”during drying（mg％inwet matter）  

＼Seaweed  

〆血相れ笹如  DriedU乃ddrf瓜 〆肌涙声血  rピノなfoJd  

Organicacid ’rDried  
－＼   

Propionicacid   6．】   了9．3   25．0   21．7   

Aeeticacid   26．8   341．2   111．9   1g2．9   

Pymvicacid  j9．0  

Fumaricacid   25．1   102．7   41．4   125．5   

a－ⅩetogIutaric acid   1．6  

Succinicacid   3，l   122．3   31．7   30．7   

Lacticacid   16．5   3．8   107．2   a22．5   

PyTOgIutamicacid   3．8  23．1  

0Ⅹalicaci丘   7．3   112．5   28．I   

Malicacid   3．8   21．9   26．6   

28．6  

10．2   
Citricacid   9．7   ag8．3   1Ⅰ．0   Ⅰ4．7   

Totalacid   1由．6   1230．7   401．0   746．8   

Moisture（％）   91．2  10．2  83．0  10．8   

TableⅡ．Amountsof organicacidsin raw U汀daria〆nTZat沼da．TRaw Waka皿e，，dried  

LhdariapinnaiLf；da”DriedWakame”，raW Laminaria reZtgiosa’’Raw Hosome－  

konbuD anddried Laminaria rcLEgiosa’TI）ried Hosomekonbuわto the same am－  

OuZ）t Of moisture（ng％）  

Dried上皿矧h灯克  
rgJなi〃Jα  

－’Dried  

苫OSO皿ekonbu方  

Rawム正調f乃αr；α  
相場直皿  

’’Raw  
Hosome konbu”  

Driedび乃Jαrね   
カ血相札付如  

′TDried Wakame  

Seaweed  Raw亡ノ乃ddrfα   
〆血甘札付如  

■’Raw Wakameわ  Organic acid  

Pfqpionic acid  

Acetic acid  

Pyruvic acid  

Fumaric acid  

α－Ⅹetoglじtaric acid  

Suc（：inic acid  

Lactic acid  

Pyrogl11tamic acid  

Oxalic acid  

Malic acid  

Citric acid  
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要  約  

海藻の有捜酸組成ならびに乾燥中におけるそれらの含量の変化について研究を行なった結果，  

次のことくであった．  

1．モヅク．ワカメ．ホソメコンプの3蔑の有総酸組成は殆んど同一であった．すなわち．3  

種の有桟敵組成はプロピオン酸，酢酸，ピルビン酸，フマール敢，α－ケトグルタール酸，コハク  
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酸，乳酸．ピログルタミン酸，シュー酸，リンゴ酸、クエン酸であった．   

2．有線酸含量はモヅク，ワカメにはフマール鼓，酢酸がやや多く含まれていた．また，ホソ  

メコンプには酢酸，乳酸が多く含まれていた以外はあまり目立って多い酸ほ見当たらなかった・   

3．全有撮酸畳を比較するとホソメコンプは他の2確に比べて著しく多くモヅクの約81乱 ワ  

カメの約4倍量を含んでいた．   

4．乾燥した場合，ワカメではクエン鼓が生9．7皿g％に対して44．5mg％と著しく増加してい  

た．ホソメコンプではすべての酸が減少していた．  
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